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1. 概要

1.1. 適用範囲

本文書は、Universal Mapping Schema（以下「UMS」と記述）処理プロセッサ開発の規約を定めたものであり、各開発フェーズで作成される全てのアウトプットに対して適用される。

本ドキュメントの内容が実際の開発に合わなくなった場合は、適宜見直しを行うこととする。

開発全般における規約

1.2. 開発環境

構成管理にはSubversionを使用する。

（システム構成）

（システム利用）

プログラム開発

1.3. 原則

プログラム開発においては、以下の原則に従うこと。

· 極力ポータブルに書く。ポータブルに書くことで、論理をクリアにし、誤りの少ないプログラムを書く。

· 綺麗に書く。綺麗に書くことで、信頼性を稼ぐ。
· 対象性、共通性を最大限に利用する。例えば、同じ処理についてJava版とC言語版の2つがあるならば、双方の記述を極力そろえるようにする。ただし、可読性を損なうなど弊害があるような場合には、無理にそろえることはしない。

· コメントを書かなくて済むくらい簡潔に書く。ただし、コメントの使用を禁止するものではない。

· 関数、メソッドは、極力、自分の層の中で処理を閉じる。隣の層へのアクセスは、局在化可能であれば局在化する（入力を処理の開始、出力を処理の最後に固める、など）。層を飛び越えたアクセスはしない。

1.4. 全般

プログラム開発全般における規約を示す。

· インデントは空白2文字とする。タブは使用しない。

· 改行コードはUNIX形式（’\A’）とする。

· 日本語を使用する場合、文字コードは「EUC_JP」とする。(TBD)
· 長い文は、インデントの文字数も含めて、80文字を基準として改行する。改行後は、前の行を基準に空白4文字のインデントを設ける。
1.5. プログラムのビルド

バイナリファイルやクラスファイルの構築を容易にするために、できるようにMakefileを作成する。Makefileには、バイナリファイルやクラスファイルを削除するために"clean"タグを必ず付加すること。

1.6. プログラミング言語ごとの規約

1.6.1. Java

1.6.1.1. ソースヘッダ

(1) ライセンス情報など

ソースファイルの先頭には必ず、ファイル名、日付、Copyright、ライセンス情報を付与する。

記述例を以下に示す。斜線の箇所（ファイル名、日付）はファイル毎に変更する。

/*

 * UMSCodeGenerator.java 2005/03/30

 *

 * Copyright (c) 2005 Universal Mapping Schema group and ISAS/JAXA

 *

 * Licensed under the Apache License, Version 2.0 (the "License");

 * you may not use this file except in compliance with the License.

 * You may obtain a copy of the License at

 *

 *     http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0

 *

 * Unless required by applicable law or agreed to in writing, software

 * distributed under the License is distributed on an "AS IS" BASIS,

 * WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either express or implied.

 * See the License for the specific language governing permissions and

 * limitations under the License.

 */
(2) クラスヘッダ

クラスヘッダは、javadoc形式で、クラス定義の直前に記述する。

記述例を以下に示す。斜線の箇所（クラス名、クラス説明、作成者、バージョン）はファイル毎に変更する。

/**

 * <b>UMSCodeGenerator</b><br>

 * UMS仕様に基づき、ソースコードを自動生成する。

 * UMSからのソースコード生成にはXSLを使用する。

 *

 * @author   Xxxxxxx XXXXXXX

 * @author   Yyyyyyy YYYYYYY

 * @version  UMS tableTools Ver.0.4

 */
(3) メソッドヘッダ

メソッドヘッダは、javadoc形式で、メソッド定義の直前に記述する。

記述例を以下に示す。斜線の箇所（メソッド説明、パラメータ、復帰値、例外）はファイル毎に変更する。

    /**

     * 指定されたUMSに基づいてソースプログラムの生成を行う。

     *

     * @param baseDirPath 本プロセッサのルートディレクトリ

     * @param tempDirPath 本プロセッサの作業用ディレクトリ

     * @param umsFilePath UMSファイル

     * @param outDirPath ソースプログラムの出力先ディレクトリ

     * @exception UMSException ソースプログラムの生成に失敗した場合

     */
1.6.1.2. 命名規約

(1) クラス名

· 単語の先頭を大文字でそれ以降を小文字で記述する。ただし、「UMS」など、大文字のみで構成される単語、略語を使用する場合は、そのままで良いものとする。
· 2語以上の単語が含まれる場合も、単語の先頭を大文字とする。
    WorkOrder

(2) メソッド名

· 単語の先頭から小文字で記述する。2語以上の単語が含まれる場合は、2語目以降の単語の先頭を大文字とする。ただし、「UMS」など、大文字のみで構成される単語、略語を使用する場合は、そのままで良いものとする。
    getPixelValue

(3) メンバ名

· 単語の先頭から小文字で記述する。2語以上の単語が含まれる場合は、2語目以降の単語の先頭を大文字とする。ただし、「UMS」など、大文字のみで構成される単語、略語を使用する場合は、そのままで良いものとする。
    statusFlag

(4) 定数名

· 全てを大文字で記述する。2語以上の単語が含まれる場合は、アンダーバー（_）で区切る。
· 定数については、変更されることがないよう、final宣言をすること。
    SATELLITE_NAME

(5) 変数名

· 特に設けないが、可読性を損なうようなことのないように、できるだけ意味のある名前を使用する。

1.6.1.3. 文法規約

以降の項目については、必須ではないが、ソースコードを統一する上で有用と思われる事項を文法規約として記述する。

(1) 文

· 「;」は1行に2つ以上書かない（1行に2文以上を書かない）。

(2) 空行、空白

· ソースコード中のクラス間は2行空行を入れる。

· 同一ファイル内のメソッドとメソッドの間は1行以上空行を入れる。

· メソッド中の変数宣言とステートメントの間やブロックの前、論理的なセクションの間には、1行の空行を入れる。

· キーワードと括弧の間、引数リストのカンマの後、for ループ記述のセミコロンの後、演算子の前後には空白を入れる。

· メソッド名の後（括弧との間）には空白を入れない。

(3) 変数

· static宣言された変数は、明示的に初期化処理を行い、内容を初期化する（C言語の規約では、static宣言されたオブジェクトは、自動的にゼロ初期化されるとあるが、ここでは、明示的に初期化処理を行うべきである）。

(4) 演算

· 関係、論理演算子と算術、比較演算子の混合利用を禁止する。

        ×  iTest1 = iTest2 < 100;
(5) 制御ブロック

· 「if」ブロックで、「{}」が必要でない場合であっても、必ず記述する。

· 「if」ブロックで、上限値、下限値を判定するような、条件比較式においては、極力下記書式に従う。

        if ( ( 10 < x ) && ( x < 12 ) ) {
            /* 「10 < x < 12」のように視認容易となるため */

        }

· 混乱を避けるため、「if」ブロックで、評価式に代入文をいれることを禁止する。

    ×  if (x = y) {
            /* 比較演算のコーディングミスかどうか判断が困難 */

        }

· 「for」ブロックで、「{}」が必要でない場合であっても、必ず記述する。

· 「switch」ブロックには「default:」を記述する。

· 「switch」ブロックの各「case」には「break;」を記述する。記述しない場合は、該当する箇所にコメントで説明する。

        switch (a) {

        case 1:

            break;

        case 2:

            /* breakしない */

        case 3:

            break;

        default:

            break;

        }
· 「do-while」は極力使用しない。使用する方が好ましいと思われるロジックでのみ、使用を許可する。

1.6.1.4. 例外処理

· 例外（エラー）発生時は、UMSExceptionを使用して処理する。詳細は「http://ums.isas.jaxa.jp/」を参照のこと。(TBD)
1.6.1.5. ビルド環境

· バイナリファイルやクラスファイルの構築を容易にするためにApache Antを使用して開発を行う。開発時に作成したbuild.xmlは、UMS処理プロセッサのパッケージに含めて配布する。

1.6.2. C、C++

1.6.2.1. ソースヘッダ

(1) ライセンス情報など

ソースファイルの先頭には必ず、ファイル名、日付、Copyright、ライセンス情報を付与する。

記述例を以下に示す。斜線の箇所（ファイル名、日付）はファイル毎に変更する。

/*

 * typeConversionLibrary.c 2005/03/30

 *

 * Copyright (c) 2005 Universal Mapping Schema group and ISAS/JAXA

 *

 * Licensed under the Apache License, Version 2.0 (the "License");

 * you may not use this file except in compliance with the License.

 * You may obtain a copy of the License at

 *

 *     http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0

 *

 * Unless required by applicable law or agreed to in writing, software

 * distributed under the License is distributed on an "AS IS" BASIS,

 * WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either express or implied.

 * See the License for the specific language governing permissions and

 * limitations under the License.

 */
(2) ファイルヘッダ

ファイルヘッダは、doxygen形式で、クラス定義の直前に記述する。

記述例を以下に示す。斜線の箇所（ファイル説明、作成者）はファイル毎に変更する。

/**

 * @file

 * @brief Type Conversion library for C-language

 *

 * @author   Xxxxxxx XXXXXXX

 * @author   Yyyyyyy YYYYYYY

 */
(3) 関数ヘッダ

関数ヘッダは、doxygen形式で、メソッド定義の直前に記述する。

記述例を以下に示す。斜線の箇所（関数説明、パラメータ、復帰値、例外）はファイル毎に変更する。

/**

 * @fn char *ums__txtEncode_stringType(ums__dat_t *ums__dat, int epos, ums__state_t *ums__state)

 * @brief txt encode - string datatype 変換関数

 *

 * バッファ中のビット列を文字列として読み取り、char *型として返す。<br/>

 * 以下の場合はエラーとし、ums__stateにエラー情報を設定して処理を終了する。<br/>

 * - バッファの読み込み位置がバイトアラインされていない場合<br/>

 *

 * @param ums__dat バッファ・処理開始位置・バッファ長をまとめた構造体変数

 * @param epos バッファの読み込み終了位置

 * @param ums__state エラー情報をまとめた構造体変数

 */
1.6.2.2. 命名規約

(1) 関数名

· 接頭辞は「ums__」とする。
· 単語の先頭から小文字で記述する。2語以上の単語が含まれる場合は、2語目以降の単語の先頭を大文字とする。ただし、「UMS」など、大文字のみで構成される単語、略語を使用する場合は、そのままで良いものとする。
· 必要に応じて、意味のあるまとまりを「_」（アンダーバー）で区切る。
    ums__W3C_bitWrite
(2) 定数名（defineマクロ）

· 接頭辞は「UMS__」とする。

· 全てを大文字で記述する。2語以上の単語が含まれる場合は、アンダーバー（_）で区切る。
    UMS__STATE_OK

(3) 変数名

· 特に設けないが、可読性を損なうようなことのないように、できるだけ意味のある名前を使用する。

1.6.2.3. 文法規約

以降の項目については、必須ではないが、ソースコードを統一する上で有用と思われる事項を文法規約として記述する。

(1) 文

· 「;」は1行に2つ以上書かない（1行に2文以上を書かない）。

(2) 空行、空白

· 同一ファイル内の関数と関数の間は1行以上空行を入れる。

· 関数中の変数宣言とステートメントの間やブロックの前、論理的なセクションの間には、1行の空行を入れる。

· キーワードと括弧の間、引数リストのカンマの後、for ループ記述のセミコロンの後、演算子の前後には空白を入れる。

· 関数名の後（括弧との間）には空白を入れない。

(3) 変数

· static宣言された変数は、明示的に初期化処理を行い、内容を初期化する（C言語の規約では、static宣言されたオブジェクトは、自動的にゼロ初期化されるとあるが、ここでは、明示的に初期化処理を行うべきである）。

(4) 演算

· 関係、論理演算子と算術、比較演算子の混合利用を禁止する。

        ×  iTest1 = iTest2 < 100;
(5) プリプロセッサ

· プリプロセッサを使用した条件分岐の場合には、必ず対応する「#endif」にコメントを挿入すること。また、「#ifndef」の場合には、「’!’」（否定）マークをつけ、否定系の条件分岐であることを明確にすること。

    #ifdef TEST

    #ifndef TEST_TEST

    #endif /* !TEST_TEST */

    #endif /* TEST */
(6) 制御ブロック

· 「if」ブロックで、「{}」が必要でない場合であっても、必ず記述する。

· 「if」ブロックで、上限値、下限値を判定するような、条件比較式においては、極力下記書式に従う。

        if ( ( 10 < x ) && ( x < 12 ) ) {
            /* 「10 < x < 12」のように視認容易となるため */

        }

· 混乱を避けるため、「if」ブロックで、評価式に代入文をいれることを禁止する。

    ×  if (x = y) {
            /* 比較演算のコーディングミスかどうか判断が困難 */

        }

· 「for」ブロックで、「{}」が必要でない場合であっても、必ず記述する。

· 「switch」ブロックには「default:」を記述する。

· 「switch」ブロックの各「case」には「break;」を記述する。記述しない場合は、該当する箇所にコメントで説明する。

        switch (a) {

        case 1:

            break;

        case 2:

            /* breakしない */

        case 3:

            break;

        default:

            break;

        }
· 「do-while」は極力使用しない。使用する方が好ましいと思われるロジックでのみ、使用を許可する。

(7) その他

· ポインタ変数を宣言する場合には、必ずNULL値で初期化を行うこと。

· 無意味にネストした構造体を定義しない。

· 関数のプロトタイプ宣言は必ず行うこと。

· プロトタイプ宣言は、ANSI-C型に統一すること。

1.6.2.4. 例外処理

· 例外（エラー）発生時は、Exceptionを模擬した以下のマクロを使用する。
　throws(no, st)
　throwsWithValue(no, st, val)
　catchAndThrow(st)
　catchAndThrowWithValue(st, val)
1.6.2.5. ビルド環境

· バイナリファイルやクラスファイルの構築を容易にするためにmakeを使用して開発を行う。開発時に作成したMakefileは、UMS処理プロセッサのパッケージに含めて配布する。

1.6.3. XSL

1.6.3.1. ソースヘッダ

(1) ライセンス情報など

ソースファイルの先頭には必ず、ファイル名、日付、Copyright、ライセンス情報を付与する。

記述例を以下に示す。斜線の箇所（ファイル名、日付）はファイル毎に変更する。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<!--

txt_java.xsl 2005/03/30

Copyright (c) 2005 Universal Mapping Schema group and ISAS/JAXA

Licensed under the Apache License, Version 2.0 (the "License");

you may not use this file except in compliance with the License.

You may obtain a copy of the License at

http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0

Unless required by applicable law or agreed to in writing, software

distributed under the License is distributed on an "AS IS" BASIS,

WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either express or implied.

See the License for the specific language governing permissions and

limitations under the License.

-->
(2) ファイルヘッダ

ファイルヘッダは、javadoc形式のものを、XMLのコメントとして、ライセンス情報に続けて記述する。

記述例を以下に示す。斜線の箇所（作成者、バージョン）はファイル毎に変更する。

<!--

/**

* @author   Xxxxxxx XXXXXXX

* @author   Yyyyyyy YYYYYYY

* @version  UMS tableTools Ver.0.4

*/

-->
1.6.3.2. 命名規約

特に設けない。

1.6.3.3. 文法規約

以降の項目については、必須ではないが、ソースコードを統一する上で有用と思われる事項を文法規約として記述する。

(1) 構造

· 1つ以下しか登場しない子ノードがある場合は簡潔に記述する。

    ×  <xsl:for-each select=”clng:return”>

          <xsl:value-of select=”@type”/>

        </xsl:for-each>

    ○  <xsl:value-of select=”clng:return/@type”/>
· あまり階層を深くし過ぎない。極力UMSの要素ごとに、templateを分ける。

    ×  <xsl:for-each select=”ums:defineFunctions”>

          <xsl:for-each select=”java:function”/>

              :    :

          </xsl:for-each>

        </xsl:for-each>

    ○  < xsl:for-each select=”ums:defineFunctions”>

          <xsl:apply-templates/>

        </xsl:for-each>

        <xsl:template match=”java:function”>

            :    :

        </xsl:template>

· UMSのスキーマで記述しているref/define の関係と、call-template, apply-templates/templateの関係が等しくなるように記述する。

ドキュメント作成
1.7. 全般

UMS処理プロセッサのドキュメントは、Apache Forrestを使用し、Webベースの文書として作成する。

ドキュメント作成全般における規約を示す。

· ドキュメントのソースは、XML形式で記述する。エディタは「emacs + nxml-mode」を使用する。

· 文字コードは「EUC_JP」を使用する。(TBD)
· ドキュメントのソースの管理は、前述のSubversionを使用して行う。
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